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ハビタブルゾーン内の地球型系外惑星を探査する上で低温度星は格好のターゲットである。低温度星は質量半
径ともに小さく，またハビタブルゾーンも中心星に近いため，その中の惑星は太陽型星まわりに比べて視線速度，
トランジットともにより大きな観測シグナルを生み出す。一方，低温度星は可視光で暗く，これまで確立された
観測手法による探査が難しいことが知られている。そこで我々は低温度星が相対的に明るくなる近赤外で高分散
分光観測を行って低温度星の高精度な視線速度を測定するため，すばる望遠鏡に搭載予定の近赤外分光器 IRDの
開発を進めてきた（例；2011年秋季年会: V27a, P82a，2013年秋季年会: V236a，2014年春季年会: P231a）。
IRDは波長の精密較正のため，天体の光と一緒にレーザー周波数コムの光を分光し，Y, J, Hバンドの高分解ス
ペクトルから約 1 m s−1の視線速度測定精度を達成することを目標としている。
2014年の秋季年会（P232a）にて，視線速度測定シミュレーションを実施して理想的な状況下で達成可能な視

線速度精度について報告した。その後，IRDは検出器の変更を始めとして実質的な性能の更新があったため，最
近より現実的な状況下で視線速度測定シミュレーションを行って，IRDで達成可能な視線速度精度を再度評価し
た。本講演では，より具体的になった視線速度測定のパイプラインについて概観した後，現在の IRDの性能を考
慮した現実的な視線速度測定精度について報告する。特に，(1) 検出器のピクセルスケール，(2) 読み出しノイズ，
(3) 視線速度解析に使える波長域，(4) 分光器の instrumental profile，の影響について具体的に議論する。


